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別紙標準様式（第６条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 令和２年度 第２回 枚方市食育推進計画審議会 

開 催 日 時 令和３年３月 11 日（木） 
開始時刻  15 時 00 分 

終了時刻  16 時 30 分 

開 催 場 所 ひらかたサンプラザ１号館 ６階 職員研修室 

出 席 者 

春木敏会長、渋谷眞宏副会長 

有川智博委員、井上努委員、宇佐見美佳委員、末岡妙子委員、 

冨田丈滋委員、冨永薫委員、堀久美子委員、向井恵子委員 

欠 席 者 田中絹代委員、松本容子委員 

案  件  名 
１．第３次枚方市食育推進計画の中間評価（最終案）について 

２．その他 

提出された資料等の 

名 称 

・資料１   ：第３次枚方市食育推進計画中間評価報告書（最終 

案） 

・参考資料１：中間評価報告書修正箇所一覧 

・参考資料２：第３次枚方市食育推進計画中間評価報告書 概要 

版（案） 

・参考資料３：枚方市食育推進ネットワーク会議との連携につい 

       て 

決  定  事  項 
第３次枚方市食育推進計画中間評価報告書（最終案）について検

討した。 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 
公開 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 
公表 

傍 聴 者 の 数 ０人 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
健康福祉部 地域健康福祉室 健康増進・介護予防担当 
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審 議 内 容 

春木会長  定刻となりましたので、これから令和２年度第２回枚方市食育推進

計画審議会を始めさせていただきます。 

 皆様方には、大変お忙しい中、本会議への御出席、誠にありがとう

ございます。 

 それでは、案件に入る前に、事務局から委員の出席状況並びに傍聴

希望者について報告を求めます。 

 

事務局 本日の委員の出席状況ですが、委員１２名中１０名の御出席をいただい

ております。過半数に達しておりますので、枚方市附属機関条例第５条第

２項に基づきまして、本会議は成立していることを御報告いたします。 

 なお、田中委員、松本委員は欠席の御連絡をいただいております。 

 次に、本日の傍聴希望者はございません。 

 以上です。 

 

春木会長 ありがとうございます。 

それでは、早速ですが案件に入らせていただきます。案件１、第３

次枚方市食育推進計画中間評価報告書の最終案について、事務局から

説明をお願いいたします。 

 

事務局 説明に先立ちまして資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元に本日の次第。続きまして、資料１、参考資料１、参

考資料２、参考資料３、以上となっております。 

 なお、参考資料２、参考資料３につきましては、先日郵便でお送り

しました資料より追加した資料となります。過不足等ございませんで

しょうか。 

 続いて資料の修正について御説明します。 

 事前にお渡ししました資料より資料１と参考資料１に修正があり、

本日は修正後の資料を御用意しております。修正箇所は資料１の３１

ページと３１ページの「８．今後、優先的に取り組むべきこと」で、

網掛けをしてお示ししております。参考資料１の修正箇所一覧の裏面

の７番を追加しております。大変申し訳ありませんでした。 

 それでは、案件１の説明に入ります。資料１の第３次枚方市食育推

進計画中間評価報告書最終案を御覧ください。前回の審議会で委員の

皆様から頂きました御意見を受けまして、修正した箇所を中心に説明

させていただきます。修正箇所は全て網掛けをしておりますが、一部
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の表現方法や誤字脱字などの比較的容易な修正につきましては、説明

を省略させていただきます。なお、主な変更箇所を参考資料１に一覧

としてまとめておりますので併せて御覧ください。 

 まず、１０ページを御覧ください。 

 １０ページ、「今後の取組方向」の５行目に、「ＩＣＴを活用した情

報発信や」という表現を加えました。これは、朝ご飯を食べることの

大切さを親だけでなく子ども自身も理解する必要があるのではないか

などの御意見を踏まえ、小中学生に直接情報が伝えられるよう配付さ

れたタブレット等を活用するなど、食育に関する情報発信を行ってい

くことも含め追記しました。 

 続いて、下から２行目に、「地域等関係機関」を追記しております。

これは、子どもの欠食に関して、単に時間がないから食べないだけで

なく、親から支援が受けられないなど各家庭による様々な問題があり、

例えば、子ども食堂等の機関との連携も必要な場合があるため、「地域

等関係機関」を追記しました。 

 次に１４ページを御覧ください。 

 「今後の取組方法」の３行目を、「現状を踏まえた食育の工夫等を共

有」という表現に変更しました。修正前は、「食育の実施状況を共有」

と記載しておりましたが、これはコロナ禍において食育が今までと同

じように取り組むことが難しいことや、食育活動については模索しな

がら取り組んでいるなどの御意見を受け、単に各園の食育の実施状況

の共有を図るのではなく、コロナ禍における現状を踏まえた各園での

食育での食育の工夫等を共有することが大切であると考え、表現を変

更しました。 

 次に、１９ページを御覧ください。 

 １９ページ、「今後の取組方向」の６行目です。修正前は、「外食や

中食においてもバランスの良い食事を市民が選ぶことができるよう」

と記載しておりましたが、実際に市民自身がバランスのよい食事を選

択するために、まずはバランスのよい食事の選び方を知ることが大切

であると考え、記載のとおり「外食や中食が多い人でもバランスの良

い食事の選び方を知り、健康的な食生活ができるよう」との内容に変

更しました。 

 次に、２０ページを御覧ください。 

 「今後の取組方向」の６行目から最後の行にかけてです。こちらに

ついては、コロナ禍においての変化として、虫歯が急に増えているこ

とや若いときから口の中の環境をつくっておいたほうがよいなどの御

意見を受け、「おいしく食事をするために、『噛む』ためのお口の健康

を保つことが大切」であることや、「かかりつけ歯科医をもち定期的に
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口腔ケアを行うことなど」を追記しました。 

 次に２３ページを御覧ください。 

 「今後の取組方向」の中の、主に共食について記載している部分で

す。こちらについては、食育においては共食をとおして知識やマナー

を身につけるだけではなく、自分自身を大切にすることができる力も

大切であるとの御意見を受けて、共食の効果として「食欲増進」など

の記載だけでなく、３行目から「ストレスを軽減し、心の健康を保つ

ことにつながる」ことや、「規則正しい生活リズムを保つ」こと、「栄

養のバランスが整いやすい」といった「心と体」の両面を含めた内容

を追加で記載しました。 

 そして、共食について周知する際は、「心と体を育む『共食』の大切

さを積極的に周知する」と追記しました。 

 最後に、３１ページを御覧ください。 

 「８．今後優先的に取り組むべきこと」について、３１ページにコ

ロナ禍での食生活の変化についての内容を整理し、アンケートの結果

の一部をまとめたグラフを追加しました。 

 ３２ページに移りまして、今後の取組についてインターネットやＳ

ＮＳは高齢者には難しいなどの御意見を受けまして、「これまで推進し

てきた食育の継続」と「新しい生活様式に対応したものへの変化」の

両側面を考慮して啓発する内容を追加しました。 

 前回の審議会以降に行いました内容の主な変更点は以上になりま

す。 

 

春木会長 ありがとうございます。 

 ただいま事務局から第３次枚方市食育推進計画中間評価報告書最終

案の説明を頂きました。何か御意見や御質問等、フロアの皆様方あり

ましたらお願いいたします。 

 

末岡委員 事務局の説明の中で、欠食児童に関しての表現で、親からの支援を

受けられない子どもという表現がありました。親が子どもに食べさせ

るのは、支援でも何でもなく当たり前だという認識があったので、そ

れを「親からの支援」という表現をさせるということそのものに若干

違和感があります。もちろん、この中の文章にはないのですが、親が

子どもを育てるということが、親からの支援なのかどうか。それを支

援という表現をしてしまうと、ものすごいずれを感じました。行政職

員がそういう状況を親からの支援を受けれない子どもと表現するとい

うのは地域住民として、違和感があります。 
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春木会長 今の御発言に対して、事務局いかがでしょうか。 

 

事務局  ただいまの御意見、ごもっともだということに改めて考えさせられ

ました。言葉の使い方一つで思いが違ったように受け止められること

を重々考えながら、今後はしっかりと食育の推進を図るうえで整理し

ていきたいと思います。御意見ありがとうございます。 

 

末岡委員 親側に配慮した言葉遣いであり、子どもサイドに立った表現をしていか

ないと子どもたちを守ることはできないと思います。 

 

春木会長  ありがとうございます。ほかの委員から御質問、御意見等ございま

せんか。 

 これまで積み重ねてきた食育推進を、まとめていただいた今後の食

育方針ですが、気づかれたこと、あるいはこれにプラスアルファこう

するのがいいのではないかアイデアがございましたら御遠慮なく教え

てください。 

  

宇佐美委員 コロナ禍において虫歯が増えたのはなぜでしょうか。 

 

春木会長 コロナ禍においてどうしてそのような変化が出てきたのかというご意

見ですが、委員の中からいかがですか。 

 

井上委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虫歯に関しては口の中、食生活のリズムが変わったというのが一番

大きい原因です。口の中に物がある状態は、口腔内が酸性に傾き、食

事が終わったら自分の唾液の力で中性に戻ります。急患で来た人に聞

くと在宅勤務になって、横にドリンクを置きながら仕事するとか、生

活のリズムが大切です。虫歯を減らすためには、歯ブラシも大切です

が、第一は食事のリズムをまず整えるというのが一番です。 

だらだら食べると虫歯になるという問題もありますが、酸蝕歯と

いって、炭酸飲料などの飲み過ぎによって歯が溶けるという事も問題

です。とにかく口の中に食べ物が入ってない時間をつくるというのが

一番虫歯予防に関しては大事です。歯周病も食生活の乱れがその原因

となっているので、「その食生活の乱れを戻してください」と患者には

助言しています。あと皆さんにも気をつけてもらいたいのが、患者さ

んの中で、ヨーグルトを健康のために食べて、それでたくさん虫歯が

できてしまう人が増えています。食事中にヨーグルトを食べるならい

いのですが、最後にヨーグルトを食べると、ヨーグルトの酸が残って

しまうので、食べる順番を変えていただくのも、大切です。 
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春木会長 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

 

春木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇佐見委員 

 

 

 

春木会長 

 

 

 

我々にもアドバイスを頂きました。ありがとうございます。 

確かにヨーグルトは加糖や無糖の物がありますし、無糖に砂糖を入

れたりする事もありますね。ヨーグルトの甘さはチョコレートの甘さ

とは雲泥の差なので、全然気にしていないのではないかと思います。

でも、量が入ってくると一緒です。 

 

一緒ですが、ヨーグルト自体は「体にはいいですよ」とは伝えてい

ます。 

 

はい、ほかに御意見や御質問等ございませんか。 

今のような事例が今日の日本の食生活のゆがみをどんどん大きくして

いっているファクターの一つですね。要するに、自宅で作って食べる

という事が多かった時代は素材を使って調理をして食べようとする。

その当時はまだいろいろなおいしい調味料があったわけではないの

で、余分にいろいろなものを食べる事はまずなかったと思います。今

は、調味料もたくさんの種類があって、何が入っているか食品表示を

見ても読み切れないぐらい程のものもあります。宇佐見委員、いかが

ですか。 

 

虫歯予防については単に歯磨きをやろうというだけでは、改善しな

い気もしました。生活全般の中で様々な取組において虫歯も予防され

ていくという事がよく分かりました。 

 

枚方市は虫歯の罹患率というのは他府県に比べて高いとか低いとか

ありますか。特段高いほうではないということですよね。 

 

井上委員 

 

 飛びぬけて悪いということはないです。 

 

末岡委員 すみません。今、虫歯をつくらないためにだらだら食べをやめて、食

事のリズムを整えるという話は今後どこに入れ込んでいかれる御予定

ですか。事務局からの説明では、「しっかり噛んで食べましょう」、「３

食食べましょう」ということですが、先ほどの委員からの意見では、

それ以外にずっと食べ続ける、飲み続ける、これが虫歯の原因という

ことでしたよね。食事のリズムを整えるという表現よりも私としては

「だらだら食べをやめる」というほうがイメージし易いです。子育て

をしていた時に、子どもがミカンを加えたまま寝たらすぐ歯が溶け

ちゃうよという注意は、昔から言われておりますし、口の中に食べ物
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を入れたままにしておくと当然虫歯になるというのはある程度子育て

をしてきた人たちは分かってると思います。でも、大人になって好き

なときに好きなように食べれるようになり、コーラを横に置かないと

気が済まないような大人っていますから、そういう人たちに対する、

食事についての注意はどこに書いておきますか。 

 

事務局 御意見ありがとうございます。 

第三次枚方市食育推進計画の中には、歯の健康づくりについてもふれ

ており、その一環としてゆっくり噛んで食べるという項目を設定した

経緯があります。そういった項目に関連させて文言を入れ、啓発する

時は先ほどの「だらだら食べる」ということを含めて、より分かりや

すく周知していきたいなと思います。 

 

春木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。ありがとうございます。 

 食習慣は小さなときから徐々に獲得していくため、乳幼児期の食事管理

はとても大事だと言われています。しかし、現在は御家族でお父さんもお

母さんも仕事している状況も多いことから、細やかなケアをすることがで

きない家庭が増えており、食事管理が難しくなっていると言えます。例え

ば、お腹がすいてない、喉が渇いていないのに自由に飲食をし、甘い物を

習慣的に食べるようになったりすることもあります。今後は、こういった

観点の対策も必要があるかもしれません。食生活の改善については、家庭

でしっかりとしたケアが行われない限り難しいです。 

 その他、２３ページの今後の取組方向の中で主に共食について記載して

いる部分があります。家族そろっての食卓が週に２回あるかないかという

家庭もあると思います。共食を進めるにあたり、子育ての段階で食べ物の

味も含めた養育をする必要があると思います。 

委員の皆様から、その他に何かありませんか。 

 

最近受けた講習の中で大変驚いた事があります。それは１０代や２０

代の方でフレイルが多いということです。そして、現在は戦後の食糧

難のときのタンパク質摂取量と同じだと聞いたので、すごく驚きまし

た。若い人がそのような状況ではこれからの日本はどうなるのか心配

になりました。 

こう言った話を聞いたうえで、今回のアンケートを見ると、結果の

中に中高生が「朝御飯は菓子パンだ」と書いてあるのを見つけました。

結局は、何か食べればいいわけではなくて、「何を食べるか」というこ

とが大事だと思います。朝食は「何を食べているか」、「どう食べれば

いいか」というのが重要だと感じました。コロナ禍でみんな食事を見
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直していらっしゃいますので、もっと力を入れて啓発したいなと思っ

ております。 

 

春木会長  ありがとうございます。ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

ほかには、幼児期の子どもたちについてお聞きしたいのですが、園

ではお弁当は持参ですか、給食ですか。 

 

冨田委員  幼稚園では、週に１回火曜日はお弁当か給食か選択制で、あとは全

て給食です。子どもたちが朝御飯を食べたかどうかは何回も聞くこと

ですけれども、食べてなかったり、先ほどおっしゃっていたように菓

子パンを近くのスーパーで帰りに買って、そのまま次の日の朝御飯に

したりという方が、就労の有無に関わらずいるみたいです。週に１回

ならお弁当頑張れるという保護者の方がいるので、給食希望の方は少

ないです。ただ逆に言うと週に１回しか頑張れない。なので、たとえ

ばこれがお弁当週２回に増やしたら、恐らく今後給食の方は増えると

思われます。御飯を作ることは当たり前のことですが、食べさせてる

みたいな雰囲気があって、違和感を覚えたということもありました。 

 

春木会長 ありがとうございます。 

最近は夕食を作る時間帯に外を歩いていても、昔みたいにクッキング

の香りがしてこないです。もちろん窓を閉めていたり、マンション等

大きな建物が多く建つようになったために、匂いが流れてこないのか

もしれません。しかし、私は子どものときは、夕方にみんなで家に帰っ

ていたら、どこかの家の窓からクッキングしている香りがしたなと今

思い出しました。 

子どもから成長していく段階で食事の食べ方や味覚を学んでいくの

で、子ども達がある程度おいしいものの味が分かった上で食べていく

事も大切だと感じています。味覚が育っていない人にどう食育を取り

組んでいったらいいのか、なかなか手立てがありませんが、枚方市の

子どもたちがみんな元気できちっと上手に食べていて、食べ残しも少

ないというような状況になればと思います。例えば、いくつかのモデ

ル校とかモデル幼稚園、モデル保育所というような形で取り組んでい

ただくのも一つかと思います。クッキングレスのお母さんが多い中で

難しいことがたくさんありますが、子どもの味覚の育ちへの取組は大

切であると思います。 

 

堀委員 １２ページのグラフに２０代、３０代の小さい子どもさんがいらっ

しゃるような世代で、１日に２食以上、主食、主菜、副菜がそろって
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いる人の割合が半分という事に私はとても驚きました。３食とも、主

食、主菜、副菜が揃っているのが当たり前だと思っています。私たち

の世代は、体をつくる栄養、体を動かす栄養、体のバランスを取る栄

養、どれも大事で、どれも食べるということを教わっています。小学

校でしたら給食でそれを確認できていました。今年はコロナで全く実

食を伴う食育はできず、来年もできるかどうか分からないので、一生

のうちに１回だけでもしっかり教えていただける、考えられる機会が

あったらいいと思います。できたら参観でお母さんと一緒に好きなこ

とを、お子さんたちができないところは親が助けてそういった取り組

みいいかなと思います。 

 

春木会長 ありがとうございます。 

要するに子ども達は自分でいろいろなことをすることができない年齢

の頃には、周りの大人たちがケアする事が必要になります。そのため、

食生活の基本となる家庭の中でやっていただかなければなりません。

日本の食事の良さを若い世代の人たちに教え、子どもたちが園で習い、

習ったことが家庭でも実践していくことで身につけていけると思いま

す。どこかの園でモデル的に試行すれば、次々に広まっていくのでは

ないでしょうか。 

 ほかに御意見ある方ございませんか。 

 

冨永委員  朝食は食べないよりは食べたほうがいいと思いますが、菓子パン１

つでも食べさせてたら朝食を食べさせていると思っている親がいると

思います。菓子パンを食べることが悪いということではありませんが、

「菓子パンだけでなくサラダを追加しましょう」とか、学校の給食便

りに載ってあると「もう少し足そうか」という気づく人も中には出て

くると思います。知らないという人を減らしていくことが大切であり、

そこをもう少し補うためにはどうしたらいいか考えていいただきたい

と思いました。 

 

春木会長 ありがとうございます。 

 

末岡委員  若干違和感を持って聞いていた部分があります。例えば、家に台所

がないような文化をお持ちの国もありますし、昔当然のごとく料理を

作らずとも非常に健康的に発展した国もありますから、手作りの御飯

を食べさせる必要がどこまであるのか分からない。今の日本では、保

護者が非常に慌ただしく日々を過ごしている中で食事を手軽に取りた

いと思っているなら、その前提の中で対策を検討したほうがいいので



10 

 

はないかと思っております。極端な事例になりますが、就労をしてい

なくても自分は料理が苦手で、買ってきたもののほうがはるかにおい

しい。そのため、一切料理をせず買ってきたものを並べ、旦那も子ど

もも満足して食べているという御家庭もあります。それを否定するも

のでもないかなと思います。 

反対に、私は本物を食べさせたいという思いがあって食べさせてい

たら、食費が高くつきました。和牛しか食べさせてなかったらオージー

ビーフを買ってきたとき、これは臭いといって食べなかったです。育

て方を間違えたなと思いました。 

他の事例として、買い物をする際、しっかりと家計を営んでいる方

で４人家族の食費が二、三万円という御家庭があると思います。本当

に安売りのお店に行けば安く手に入れることができますが、何をどう

選ぶのか、栄養バランスを考えて細かく考えていないのではという気

がしています。それが自分の趣味で気持ちよく元気でいられるなら、

それでもいいと思います。フランスだったら朝食は甘いチョコパンに

甘いカフェオレのような朝食で元気でいらっしゃるところもありま

す。日本人の体には合わないとは思いますが、各々の食生活を否定さ

れていると感じることがないような啓発の仕方がすごく重要ではない

でしょうか。元気で明るく自分を肯定してもらう、世の中から認めて

もらえるという気持ちを常に持てるような、そんな啓発をしてもらい

たいと思います。 

 

春木会長 はい、ありがとうございます。今の御意見に何か。 

 

向井委員 「自炊するとかしないとか」、「安い物はダメ」などではなく、栄養の

バランスの大切さを教えることが大事だと思います。安い物で賄えた

なら、それはそれでよいですし、「本物を食べればいい」とかそんなこ

とは一切ないと思います。確かに啓発の仕方というのはとても大事で、

自炊していない事はダメという言い方をされたらすごくショックだと

思います。 

 

春木会長 家庭での食事や学校での給食は、「食」と「その人の生活の仕方」に

関わっていくと思います。家族と一緒に食卓を囲む事がよくある子と

そうではない子では育ちの面で違いが出てくると思います。 

校長先生はどうですか。学校給食のとき、子どもたちとの食を共に

する事で家庭での養育が見え隠れしたりしますか。 

 

渋谷委員 船橋小学校校長の渋谷といいます。 
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小学校の様子ということですが、令和２年度はコロナの影響があり、

給食は全員前向いて食べています。食べるときもしゃべらないことが

大原則。昨年までは机を合わせてみんなで向かい合わせて、おしゃべ

りをしながら食べていましたが、今は一人一人の机で前を向いて食べ

るという状況です。給食時間がとても静かです。 

 もう少し小学校の現状ということでお話しますと、虫歯もそうです

が、アレルギーが非常に増えています。卵のように代表的な物もあり

ますが、もやしや枝豆、大豆など、同じ物なのに大豆は駄目で、他の

物は食べられる子がいたりもします。アレルギーで配慮がいる子がク

ラスに１人はいるので、「今日はこれが食べれない」という気を遣って

いる現状があります。 

 それから保護者が非常に給食に対しての要望が多いです。「そんなに

量をあげないで欲しい」、「これぐらいの量でお願いします」、「本人が

嫌がっているものは食べさせないでください」等と言われます。嫌い

な物では野菜などが多く、毎日ほとんど白いお米しか食べない子もい

ます。お腹がすかないのか心配で、家でも同じ状況のようで驚いてい

ます。 

 先ほどから朝食のお話も出ていましたが、自分も振り返って自分の

食生活で反省するところもあるなと思っているところです。 

 

春木会長 ありがとうございます。 

個々の家庭によって随分と状況が違うのでしょう。外に出るとマー

ケットなどがあってすぐに食べ物が買え、そのままお皿に出して電子

レンジで温めたら食べれられる物もたくさんあります。もちろんマー

ケットには生鮮食品も並べられていますが、若い人たちはそういう売

り場にあまり行かないなと思いました。 

 本来は、３歳ぐらいに大体の生活様式が決まってしまいます。その

ため、乳幼児期の食育に力を入れていくほうがいいのでないでしょう

か。今日皆さんのお話を聞いていると「やっぱり、私たちが若い頃に

やってきていた食育を盛り返さないといけないのではないか」と感じ

たところです。 

事務局としてはどうでしょうか。地域の方たちに向けた食生活の推

進に向けて検討したり、啓発する見通しはありますか。 

 

事務局 枚方市では、枚方市食育推進ネットワーク会議を立ち上げています。

そちらで食育の推進について検討しています。その御説明ができてい

ないので、残りの時間で少し御説明をさせていただこうと思っており

ます。 
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春木会長  では、大分時間も経過しましたので事務局のほうで今後の食育の進

め方について説明をお願いします。 

 

事務局  たくさんの御意見ありがとうございました。 

 それでは、今後の食育の進め方について説明をさせていただきます。 

 資料ですが、お手元の参考資料２のほうを御覧ください。 

 今回の中間評価につきまして御意見をまとめた後、概要版を作成し、

広く市民に周知を図りたいと考えております。また、枚方市では食育

推進ネットワーク会議におきまして、市民との協働により様々な方法

で食育の推進を図ってまいりました。 

 お手元の参考資料３を御覧ください。 

 活動の一例を御紹介させていただきますと、（１）にお示しのとおり、

ライフステージに応じた幼児、小中学生、高校生、大人向けの食育Ｑ

＆Ａを作成し、周知啓発に授業や健康講座によりまして活動してまい

りました。また、（２）でお示ししている食育リーフレットにつきまし

ては、毎年テーマの異なる食育リーフレットを作成し、食育推進に努

めてきました。引き続き、食育ネットネットワーク会議と連携して、

中間評価の結果を踏まえました内容を盛り込んだ食育リーフレットの

作成など、多くのネットワークを生かしながら一体となって、食育推

進を図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

春木会長  ありがとうございます。 

皆様方、何か御意見とかありましたら、よろしくお願いします。 

特にないようなので、次第２のその他について、事務局からの説明

をいただきます。お願いします。 

 

事務局 次第の２、その他について説明させていただきます。 

 今後のスケジュールについてですが、本日が中間評価報告書作成に

かかる最終の審議会となります。本日頂きました御意見をまず反映し

たものを会長、副会長に確認していただき、その後庁内会議を経まし

て３月末に中間評価報告書の作成となります。委員の皆様には完成し

た報告書をまとめて送付させていただきます。 

 次に、本日の審議会に関しての議事録を早急に事務局で作成させて

いただきます。皆様に御確認いただいた後、ホームページにて公表さ

せていただきますのでよろしくお願いいたします。案件、その他につ

きましては以上です。 
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春木会長 はい、ありがとうございました。 

 ただいま、今後のスケジュールに加え本日の議事録について事務

局から説明をいただきました。フロアの皆様御質問、御意見等ありま

したら遠慮なくお尋ねください。 

 

末岡委員  食育推進ネットワーク会議では地産地消の推進や、本物を食べると

いう食生活というのを目指していたような気するのですが、どうでし

たでしょうか。 

  

事務局 計画自体は報告だけでなく方向性を決めるものでもあると思ってお

ります。その方向性をいかに進めていくか、その質や量でについての

考え方をいろいろな方の意見をお答えしながら進めていくものと思っ

ております。この連携については資料３で示させていただいており、

方向性は審議会で決定し、食育推進ネットワーク会議で具体的に、ど

のように進めていければいいか検討していきたいと考えております。 

 先ほど委員のほうからありました地産地消ということに関しまして

も、基本方針の４番目に書いておりますので、地産地消を今回推進し

ないというわけではなく、地産地消は進めていくべきだということは

根底にあります。食育推進ネットワーク会議の皆さんから、いろいろ

な意見を聞きながらまた進めていこうと思います。 

 

春木会長 その他、最後に何かございましたらお願いします。 

 

有川委員  私は普段は食品製造の仕事をしており、広くお客様から電話を受け

ます。今、加工食品のほうは栄養成分表示が義務づけられましたが、

以前は「これを食べると何キロカロリーありますか」といったお問い

合わせが非常に多かったです。その方は病気で制限があるわけではな

く、美容やダイエット等を気にされているとのことでした。１日のエ

ネルギー量を1,800カロリーから2,200カロリーにしたいとのことで、

栄養バランスを考えずに、カロリーの足し算だけで評価されていまし

た。食の質やバランスが非常に大事です。 

また、食べていただく食の信念として、心の健康もあります。単に

食で体をつくるだけでなく、心の健康も図れるようにしていきたく、

これも私どもの責務かなと思いました。 

 

春木会長  ありがとうございました。 

それでは事務局から何か最後にありますか。 
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事務局 

 

本来であれば冒頭に申し上げなければならないところでございまし

たが、委員の皆様におかれましては、食育推進計画審議会に御出席い

ただきまして誠にありがとうございました。また、前回は対面形式と

リモート形式の併用での開催となり、他ではないような会議形式で

あったということも含めまして、御協力いただきましたことに重ねて

感謝申し上げます。 

 先ほどからありましたように、この１年あまりの間、新型コロナウ

イルス感染症の拡大で世の中が、これまでとは違う雰囲気になってい

る部分が多くございました。皆さんの生活、特に食生活も非常に影響

を受けたのではないかと思います。外食が多かった人が、外食がなか

なかできなくなって、持ち帰って自宅で食べられたり、自炊が多くなっ

たりし、それがいい影響になっている人や家庭ももしかしたらあるか

もしれません。一方、先ほど委員からの御意見にもありましたように、

家にいることが長くなったことで、だらだらと食べてしまうといった

ように悪い影響もあったかもしれません。そういったことが今すぐに

何か数字に現れてこないかもしれませんが、大きな変化のあったこの

年で、今回中間評価を行ったことにより今まででは出てこなかったよ

うな御意見も頂き、非常に貴重な審議会であったと改めて考えさせら

れたところでございます。 

この計画自体は平成３０年に策定しましたので、そのときにはこの

ような状況を全く想定しておりませんでした。中間評価に当たりまし

てコロナ禍という中での中間評価の中で御意見頂いたこと、様々あり

ましたので、そういったことの一つ一つを我々も新たにかみしめなが

ら、市民への啓発に活かし、食育推進を図っていきたいと思います。 

 これからもこの食育推進につきましては、皆様の中の御理解と御協

力が不可欠でございますので、今後も引き続きよろしくお願いいたし

ます。簡単ではございますが、お礼の言葉とさせていただきます。あ

りがとうございました。 
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春木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御挨拶ありがとうございました。 

本日御多用の中、御出席いただき、多くの御意見を頂きました。こ

のように多くの意見が出てよかったなと思っております。今後、枚方

市において食育推進が皆様方と共に力を合わせてよりよい食生活、身

体活動、あるいは睡眠、休養といった健康づくりと共に推進していか

れると感じとることができましたので、期待をしております。中核市

である枚方市がこうした計画を推進してもらい、枚方市だけでなく日

本中に広まっていってほしいと思います。 

今はまだまだ食育の推進について、整理していく時期ではないかな

と思っております。枚方市がその先頭に立って、よい報告を挙げてい

ただけると他の市町村にも良い影響になるのではないでしょうか。ぜ

ひ継続してよい食育の推進をしていただければなと思います。 

 以上をもちまして、食育推進計画審議会をこれで終了とさせていた

だきます。ありがとうございました。 

 


